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平成１８年度 
容器包装３Ｒ推進環境大臣賞 
募 集 要 領 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

環 境 省 
 

 

環境省ではこのたび、「容器包装３Ｒ推進環境大臣賞」を創設し、その平成１８

年度分の募集を開始いたします。 

本表彰制度は、容器包装廃棄物の３Ｒに資する優れた製品、小売店舗及び地

域における連携協働の取組を広く公募し、その奨励・普及を図ることにより、循環

型社会の形成を促進することを目的としています。 

多数の事業者、NPO、市民団体及び地方公共団体の皆様の御応募をお待ち
しております。 
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平成１８年度 容器包装３Ｒ推進環境大臣賞 募集要領 

 

 

１．目 的 

本制度は、事業者をはじめとした国民一般における容器包装廃棄物の３Ｒ（リデュース（発

生抑制）・リユース（再使用）・リサイクル（再商品化））の推進に資する活動の奨励・普及を図り、

容器包装廃棄物の３Ｒを一層推進するため、容器包装廃棄物の３Ｒに資する優れた容器包装

の製造・利用を行っている事業者、優れた取組を行っている小売業者、並びに地域における

連携協働の取組を進める活動主体に環境大臣賞を授与し、もって循環型社会の形成を推進

することを目的とします。 
 

２．対象部門等 

（１） 対象部門  

容器包装廃棄物の３Ｒに関して「製品部門」、「小売店部門」、及び「地域における連携協

働部門」の３つの部門を対象として、それぞれ「最優秀賞」、「優秀賞」及び「奨励賞」を授与

します。 

また、各部門の最優秀賞受賞者には、「容器包装３Ｒ推進環境大臣賞最優秀賞標章」の

使用権を付与することとします。 

 （２） 募集対象 

    循環型社会の形成に向け、（１）に掲げる各部門ごとに、それぞれ容器包装廃棄物の３Ｒ

に資する優れた製品、優れた取組を行っている小売店舗、及び地域における連携協働の取

組を対象とします。 

 （３） 応募資格 

    応募資格は、（１）に掲げる各部門ごとに、それぞれ製品の製造・利用事業者、小売業者、

及びＮＰＯ、市民団体、事業者、学校、地方公共団体等の各主体とします。 

    なお、都道府県、３Ｒ活動推進フォーラム、環境省地方環境事務所からの推薦も受け付け

ることとします。 
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環境大臣賞の部門 募集対象 応募資格 

① 製品部門 

・ 最優秀賞 （１点） 

・ 優秀賞 （数点） 

・ 奨励賞 (数点) 

 

 

 

 

 

 容器包装廃棄物の３Ｒの推進

に配慮した画期的な製品設計・

素材選択等を行っており、その 

効果が顕著な容器包装又は容

器包装を用いた商品 

 

 

 

 

 
 

・ 左記の容器包装を製造した

事業者（製造事業者） 

・ 左記の容器包装を利用した

商品の製造をしている事業者

（利用事業者） 

※ 製造事業者及び利用事業者

が共同で容器包装の製造を行

っている場合は、当該事業者

と連名で応募することも可。 
 ※ 代表者のほか、担当部門の 
責任者名義で応募することも
可。 

② 小売店部門 

・ 最優秀賞 （１点） 

・ 優秀賞 （数点） 

・ 奨励賞 (数点) 

 

容器包装廃棄物の３Ｒに関し

て優れた取組を行っており、そ

の効果が顕著な小売店舗 

 

 

 

・ 左記の取組を行っている小売

業者 

※ 応募単位は店舗ごととする。 

※ 代表者のほか、対象となる店 

舗の責任者名義で応募するこ

とも可。 

③ 地域の連携協働部門 

・ 最優秀賞 （１点） 

・ 優秀賞 （数点） 

・ 奨励賞 (数点) 

 

 

容器包装廃棄物の３Ｒに関し

て、地域レベルでＮＰＯ、市民団

体、事業者、学校、地方公共団

体等の連携協働により実践さ

れ、その効果が顕著な取組 

 

・ 左記の取組を連携協働して

行っている NPO、市民団体、事

業者、学校、地方公共団体等

の活動主体 

※ 応募は、連携して取組を行っ

ている各主体の代表者の連名

により行うこととする。 

 

３．応募方法 

（１） 応募者は、各部門ごとに設けた別紙１の「応募用紙」に、必要事項を記入の上、正本1部

と参考資料を同封して、７．に記載する応募先まで送付してください。 

* 応募先への持参、メール又はFAXは受け付けません。 

（２） また、複数の部門に応募することも可能です。この場合は、部門ごとに各応募用紙に記

入して、提出してください。 

なお、正本に付帯する参考資料は、応募用紙への記入内容を補足するものであり、参考

資料の提出は必須ではありません。 

* 申請書類は返却しません。あらかじめご了承ください。 

 （３） 募集期間は次のとおりです。 

    平成１９年１月２２日（月）～ ２月１６日（金） 
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４．審査 

（１） 有識者等から成る審査委員会において、別紙２に掲げる「審査基準」に基づき、先進性・

独自性、有効性、継続性、波及性等の面から審査を行い、最優秀賞、優秀賞、奨励賞を決

定します。 

なお、具体的な基準は２．（１）に掲げる各部門によって異なります。 

（２） 必要に応じて、電話等によるヒアリングや資料の追加送付等をお願いする場合がありま

す。 

また、審査の結果は、本年 3月 16 日（金）までに文書にて通知します。 

（３） なお、審査内容の詳細に関するお問い合わせ、審査結果に対する異議申し立てについ

ては一切お受けできませんので、御留意ください。 
 

５．環境大臣賞の授与・広報 

環境大臣賞の授与式は、３月下旬に東京で開催します。この授与式の様子は、ホームペー 

ジ等を通じて、広く周知します。 

 

６．個人情報の取扱いについて 

応募用紙等に記載された個人情報は、本表彰の実施に関連する用途以外には使用いたし

ません。  

 

７．応募・問い合わせ先 

〒104-8689 東京都京橋郵便局留『「容器包装３Ｒ推進環境大臣賞」事務局』 

電話：03-5446-4625   ［対応時間］10:00～18:00（土日、祝祭日を除く。）  

E-mail：YOURIHOU@env.go.jp 
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別紙１－①応募用紙 

容器包装３Ｒ推進環境大臣賞 
 

（製品部門） 
 

応 募 書 
 

平成１９年  月  日 
 
環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部 御中 
 

（応募者名）             
（代表者役職・氏名）        印 

 
 
 
１．製品（容器包装・当該容器包装を用いた商品。以下同じ。）の名称 
 

 
 

 
２－１．応募者連絡先 
 

事業所名  

住   所 
（〒   ―    ） 

 

ふ り が な  
氏   名  

所 属 部 署  

電   話  

ファックス   

担 
当 

者 

Ｅ－ｍａｉｌ  

 
２－２．共同製造事業者（製造事業者と利用事業者が共同で容器包装の製造を行っており、連名での

応募を希望する場合は 2-1の代表応募者以外の事業者名を記入） 

事業者名 代表者名 連絡先（電話） 

   

 
３．取組の区分［効果があるものに○印（複数選択可）］ 
 

 
１．容器包装廃棄物の     ２．容器包装廃棄物の   ３．容器包装廃棄物の 
発生抑制（リデュース）    再使用（リユース）    再商品化（リサイクル） 
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４．製品の概要等 
 
製品の概要 ※１ 製品の製造等をはじめた経緯、現在の製品に関する目標、製品の特徴、その効果

等を記入してください。 

※２ 製品の特徴と効果については、容器包装廃棄物の３Ｒの観点に留意して記入して

ください。 

  （例：本製品は、製造事業者との共同開発により実現した○○の点が特徴的な容器

包装を用いた商品であり、既存製品の代替として流通量を△□と拡大しており、容

器包装廃棄物のリデュース、リユース対策として、具体的には□□、◎○といった

効果を上げている。等） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

類似表彰の

受賞歴 
※ 類似表彰の受賞歴をお持ちでしたら、その表彰名、受賞年度、受賞名をご記入くだ

さい。 
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５．各側面でのアピールポイント 
 
取組のアピールポイントを、以下の各側面からご記入ください。各項目の審査基準については、「別

紙２－①審査基準」をご参照ください。 
 
先進性・ 
独自性 
 

※ 容器包装廃棄物の３Ｒに配慮した製品として、他の製品には見られない先進的な特徴

や独自の機能等があれば、記入してください。 

有効性 
 
 
 
 

※１ 容器包装廃棄物の３Ｒに配慮した製品として、その効果を記入してください。特に、

従来製品と比べた容器包装重量の削減量や削減率等の定量的な効果を把握されてい

る場合は、その内容を記入してください。 
【３Ｒごとの有効性を測る指標の例】 

リデュース（軽量化・薄肉化、

簡易包装化等） 
内容量当たり容器包装重量の削減量・削減率

（従来製品と本製品の比較） 

リユース （詰め替え方式等） 内容量当たり容器包装重量の削減量・削減率
（本体と本製品の比較） 

リサイクル（分別容易化等） つぶし易さや洗い易さ・汚れの付着しにくさ

等による分別排出コストの低減 
   

※２ さらに、本製品の製造・流通等において CO2 削減その他の環境保全上の効果が得
られている場合には、定量的な効果も含め、その内容を簡潔に記入してください。 

経済性 ※ 本製品が従来製品に比較して、原材料費や光熱水費の低減等、コスト削減につなが 
る点があれば、記入してください。特に、その効果を定量的に把握されている場合は、

その内容を記入してください。 

普及性 
 
 
 
 

※ 本製品の従来製品に代替するものとしての消費者への普及拡大の状況とその効果を

記入してください。特に、製品販売量や従来製品の代替による容器包装重量の総削減量

など定量的な効果を把握している場合には、記入してください。 

その他 
 
 
 
 

※ その他、特筆すべき点、アピールすべき点があればご記入ください。 

 
６．添付資料 
 
本応募書以外に参考となる資料があれば添付してください。 
 例１： 製品がわかる資料（設計資料、消費者向け資料、製品写真、環境報告書、製品説明資料等） 
 例２： 新聞・雑誌・地域情報誌等における報道記事等 
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別紙１－②応募用紙 
容器包装３Ｒ推進環境大臣賞 

 

（小売店部門） 
 

応 募 書 
 
 

平成１９年  月  日 
 
環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部 御中 
 
 

（応募者名）             
（代表者役職・氏名）        印 

 
 

１．取組の名称 
 

 
 

 
２．取組店舗名 
 

 
 

 
３．連絡先 
 

事業所名  

住   所 
（〒   ―    ） 

 

ふ り が な  
氏   名  

所 属 部 署  

電   話  

ファックス   

担 

当 

者 

Ｅ－ｍａｉｌ  

 
４．取組の区分［効果があるものに○印（複数選択可）］ 

 
１．容器包装廃棄物の     ２．容器包装廃棄物の   ３．容器包装廃棄物の 
発生抑制（リデュース）    再使用（リユース）    再商品化（リサイクル） 

 



 

 9

５．取組の概要等 
 
取組の概要 ※１ 取組を始めた経緯、現在の取組の目標、取組内容、その効果等を記入してください。

※２ 取組の内容、効果については、容器包装廃棄物の３Ｒの観点に留意して記入してく

ださい。 
（例：本取組は、○○といったものであるが、容器包装廃棄物のリデュースの観点か

ら具体的には□□といった大きな効果を上げている。等） 
※３ 複数の取組にまたがる場合には、それぞれ取組の内容、効果等を記入してください。

  （例：本店舗では、A及び Bの取組を行っており、Aの取組の内容は◇◇であり、B
の取組内容は▽▽である。リデュース、リユース、リサイクルの促進の観点から、そ

れぞれ具体的に□△、○□、□◎等の高い効果を上げている。等） 
 

類似表彰の

受賞歴 
※ 類似表彰の受賞歴をお持ちでしたら、その表彰名、受賞年度、受賞名を記入してくだ

さい。 
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６．各側面でのアピールポイント 
 
取組のアピールポイントを、以下の各側面からご記入ください。各項目の審査基準については、「別

紙２－②審査基準」をご参照ください。 
 
先進性・ 
独自性 
 

※ 小売店舗における容器包装廃棄物の３Ｒに資する取組として、他では見られない先進

的な内容、独自の取組等があれば、記入してください。 

 

有効性 
 
 
 
 

※１ 容器包装廃棄物の３Ｒに資する取組の有効性として、その効果を記入してくださ

い。特に、取組前と比較した容器包装の年間使用削減量や年間使用削減率等の定量

的な効果を把握している場合にはその内容を記入してください。 

※２ さらに、この取組が CO2 削減その他の環境保全上の効果が得られている場合には、

定量的な効果も含め、その内容を簡潔に記入してください。 

 

継続性 
 
 
 
 

※１ 取組の開始時期、活動年数など継続性が分かる内容を記入してください。 

※２ また、継続性を担保するため、定期的な評価・改善などを行っている場合は、その

内容も記入してください。 

 

 

 

 

 

 

波及性 
 
 
 
 

※ 取組が他の事業者や市民団体、地方公共団体への波及効果を有している場合には、そ

の具体的内容等を記入してください。特に、波及した主体の数やそれらの主体による容

器包装の使用削減量など定量的な効果を把握している場合には、記入してください。 

 

 

 

 

 

その他 
 
 
 
 

※ 上記の他、特筆すべき点、アピールすべき点があればご記入ください。 

 

 
７．添付資料 
本応募書以外に参考となる資料があれば添付してください。 
例１： 取組内容がわかる資料（消費者向けパンフレット、広報誌、店内写真、環境報告書、説明資料等） 
例２： 新聞・雑誌・地域情報誌等における報道記事等 
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別紙１－③応募用紙 

容器包装３Ｒ推進環境大臣賞 
 

（地域の連携協働部門） 
 

応 募 書 
 

平成１９年  月  日 
 
環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部 御中 
 

（応募者名）             
（代表者役職・氏名）        印 

 
                     
１．取組事例の名称 

 
 

 
２－１．応募者連絡先 

団 体 名  

住   所 
（〒   ―    ） 

 

ふ り が な  
氏   名  

所 属  

電   話  

ファックス  

担 

当 
者 

Ｅ－ｍａｉｌ  

 
２－２．取組の連携実施団体・代表者名・連絡先（2-1の代表応募者以外の団体名・代表者名を記入： 
枠が足らない場合は枠を増やして記入してください） 
団体（NPO、市民団体、事

業者、学校、地方公共団体

等）名 
       代表者名         連絡先（電話） 
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３．取組の区分［効果があるものに○印（複数選択可）］ 

１．容器包装廃棄物の    ２．容器包装廃棄物の   ３．容器包装廃棄物の 
発生抑制（リデュース）   再使用（リユース）    再商品化（リサイクル） 

 
４．取組の概要等 
 
取組の概要 ※１ 取組を始めた経緯、現在の取組の目標、取組内容、その効果等を記入してください。

※２ 取組の内容、効果については、容器包装廃棄物の３Ｒの観点に留意して記入してく

ださい。 
  （例：本取組は、事業者、行政の協力の下、市民団体により行われており、○○を内

容としているが、特に容器包装廃棄物のリデュースに大きな成果を上げており、具体

的には□□といった効果を上げている。等） 
※３ 複数の取組にまたがる場合には、それぞれ取組の内容、効果等を記入してください。

  （例：本連携協働協議会では、A、B及び Cの取組を行っており、Aの取組の内容は
◇◇でありリユース対策として、Bの取組内容は▽▽でありリサイクルの促進の観点
から、Cの取組は地域全体で進める環境教育の観点から、それぞれ◎、△、□等の高
い効果を上げている。等） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

類似表彰の

受賞歴 
※ 類似表彰の受賞歴をお持ちでしたら、その表彰名、受賞年度、受賞名を記入してくだ

さい。 
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５．各側面でのアピールポイント 
 
取組のアピールポイントを、以下の各側面からご記入ください。各項目の審査基準については、「別

紙２－③審査基準」をご参照ください。 
 
先進性・ 
独自性 
 

※ 地域における容器包装廃棄物の３Ｒに資する取組として、他では見られない先進的な

連携の方法、独自の協力等があれば、ご記入ください。 

有効性 
 
 
 
 

※１ 容器包装廃棄物の３Ｒに資する取組の有効性として、その効果を記入してくださ

い。特に、取組前と比較した容器包装の年間使用削減量や年間使用削減率等の定量的

な効果を把握している場合にはその内容を記入してください。 
※２ さらに、この取組が CO2削減その他の環境保全上の効果が得られている場合には、
定量的な効果も含め、その内容を簡潔に記入してください。 

 
 
 
 
 
 
 

継続性 
 
 
 
 

※１ 取組の開始時期、活動年数など継続性が分かる内容を記入してください。 
※２ また、継続性を担保するため、定期的な評価・改善などを行っている場合は、その

内容も記入してください。 
 
 
 
 
 

波及性 
 
 
 
 

※1 主体間の連携の強さがわかる根拠等を記入ください。 
※2 取組が波及効果を有している場合には、他の事業者や市民団体、地方公共団体へ波
及した内容等を記入してください。特に、波及した主体の数やそれらの主体による容

器包装の使用削減量など定量的な効果を把握している場合には、記入してください。

 
 

その他 
 
 

※ 上記の他、特筆すべき点、アピールすべき点があればご記入ください。 

 
６．その他 
 本応募書以外に参考となる資料があれば添付して下さい。 
例１：活動主体、取組内容・連携の様子等がわかる資料（パンフレット、広報誌、取組写真、説明資料等） 
例２：新聞・雑誌・地域情報誌等における報道記事等 
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別紙２－①審査基準 
 

容器包装３Ｒ推進環境大臣賞（製品部門） 
 
      以下の項目ごとに評価し、それぞれの項目での評価の合計が高いものを優れた製品と

して環境大臣賞の対象とします。 
 

先進性 
・独自性 

容器包装廃棄物の３Ｒに配慮した製品として、軽量化・薄肉化、詰め替え

方式、単一素材化、リサイクル容易設計等について、他の製品には見られな

い先進的な特徴や独自の機能等があるといえるか。 
有効性 容器包装廃棄物の３Ｒに配慮した製品として、容器包装の重量削減や分別

排出コストの低減、リサイクル率の向上など３Ｒ上の効果があるといえるか。
 
【３Ｒごとの有効性を測る指標の例】 
リデュース（軽量化・薄肉化、

簡易包装化等） 
内容量当たり容器包装重量の削減量・削

減率（従来製品と本製品の比較） 
リユース（詰め替え方式等） 内容量当たり容器包装重量の削減量・削

減率（本体と本製品の比較） 
リサイクル（分別容易化等） つぶし易さや洗い易さ・汚れの付着しに

くさ等による分別排出コストの低減 
加えて、本製品の製造・流通等において CO2削減その他の環境保全上の効
果があるといえるか。 

経済性 原材料費や光熱水費の低減等、コスト削減につながる効果があるか。 

普及性 本製品が従来製品を代替するものとして、消費者への普及拡大が図られて

いるか。 

その他 上記以外の特筆すべき点、アピールポイントとして示された内容について、
評価するべきものはあるか。 
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別紙２－②審査基準 

 
 

容器包装３Ｒ推進環境大臣賞（小売店部門） 

   
以下の項目ごとに評価し、それぞれの項目での評価の合計が高いものを優れた取組とし

て環境大臣賞の対象とします。 
 

先進性 
・独自性 

小売店舗における容器包装廃棄物の３Ｒを推進する取組として、他の店

舗による取組には見られない先進性や独自の工夫・アイデアがあるといえ

るか。 

有効性 容器包装廃棄物の３Ｒを推進する取組として、容器包装の使用削減やリ
ターナブル容器の利用拡大、リサイクル率の向上など３Ｒ上の効果がある

といえるか。 
加えて、本取組が CO2 削減その他の環境保全上の効果があるといえる
か。 

継続性 継続性がある取組といえるか。また、取組の評価・改善が適切に行われ
ているか。 
 
 

波及性 容器包装廃棄物の３Ｒを推進する取組として、他の小売業者や製造事業
者、消費者、NPO、地方公共団体等に広く影響を与え、取組が波及効果を
得ているといえるか。 

その他 上記以外の特筆すべき点、アピールポイントとして示された内容につい
て、評価するべきものはあるか。 
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別紙２－③審査基準 
 

容器包装３Ｒ推進環境大臣賞（地域の連携協働部門） 

   
以下の項目ごとに評価し、それぞれの項目での評価の合計が高いものを優れた取組と

して環境大臣賞の対象とします。 
 
先進性 
・独自性 

地域における容器包装廃棄物の３Ｒを推進する取組として、他では見られ

ない各主体による内容の先進性や独自性があるといえるか。 
 

有効性 容器包装廃棄物の３Ｒを推進する取組として、容器包装の使用削減やリタ
ーナブル容器の利用拡大、リサイクル率の向上など３Ｒ上の効果があるとい

えるか。 
加えて、本取組が CO2削減その他の環境保全上の効果があるといえるか。

継続性 継続性がある取組といえるか。また、取組の評価・改善が適切に行われて
いるか。 

連携性 
・波及性 

容器包装廃棄物の３Ｒを推進する取組として連携性が高いといえるか。ま

た、他の消費者、NPO、事業者、地方公共団体等に広く影響を与え、波及効
果を得ているといえるか。 

その他 上記以外の特筆すべき点、アピールポイントとして示された内容について、
評価するべきものはあるか。 

 
 


